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新春のご挨拶   沖縄総合事務局長　　槌 谷　裕 司
特 集

特集　財務部　なくそう！身近な金融トラブル！
仕事の窓

仕事の窓１　財　務　部　第35回法人企業景気予測調査
仕事の窓２　経済産業部　『女性起業支援フォーラム』を開催
仕事の窓３　運　輸　部　伊江島でのバリアフリー教室の開催
仕事の窓４　運　輸　部　目指せ船員！体験学習を実施

地域の目　琉球魂を持ち　次世代の選手のために
　　　　　琉球コラソンNo.6　東長濱 秀作

なかゆくい

沖縄防災連絡会の開催
本土復帰40周年記念リレー講演会の開催
本土復帰40周年記念講座の開催
総務部/経済産業部　下請法　知って守って　企業のモラル～下請取引適正化推進講習会を開催～
農林水産部　六次産業化法に基づく総合化事業計画の平成24年度第２回の認定を行いました
農林水産部　消費者の部屋特別展示 統計データからみた沖縄の農林水産業
　　　　　　　～ハルサーん　ウミンチューん　イッペーはまとん　どぅ～を開催
農林水産部　「食肉情報出張講座の開催」～国産食肉の安全性と沖縄県の畜産を考える～
経済産業部　「おもてなし経営」推進フォーラムの開催
経済産業部　平成24年度伝統的工芸品産業功労者等沖縄総合事務局長表彰
財務部/経済産業部　中小企業経営力強化支援法に基づく経営革新等支援機関の第１号を認定
開発建設部　「公共建築の日」、「公共建築月間」関連イベントの開催
開発建設部　多目的ダム建設事業　復帰 40周年記念式典の開催
運　輸　部　沖縄都市モノレールが受賞～平成24年度鉄道及び軌道の運転無事故沖縄総合事務局長表彰～
運　輸　部　「街頭検査  in  離島 ！ 」

　商標は、商品やサービスを購入する人が商品やサービスを誰が提供しているのかということが分か
る商品名やマークといったもののことをいいます。近年の地域ブランド化への取組が活発化してきた
ことによって、地域との密接な関係性を有する商品やサービスに対して「地域の名称」と「商品名」
を組み合わせた商標「地域団体商標」の登録ができるようになりました。今回は沖縄県の「地域団体
商標」である「琉球びんがた」を紹介させていただきます。
　「琉球びんがた」は、琉球王府・首里・浦添を中心に神事に関する婦人の古式服装として摺込みの
手法で染められた織物で、伝統的工芸品として昭和59年には通商産
業大臣（現経済産業大臣）の指定も受けています。しかし、「琉球び
んがた」は独特な紋様が特徴な工芸品であるために、プリント物と
いった模造品が多く出回っているという問題を抱えています。そのた
め、琉球びんがた事業協同組合では地域団体商標を商品保護と組合運
営の重要な制度と位置付け、琉球びんがたの品質自体についても摺込
みの品質のみならず、染色する織物そのものの素材についても天然素
材を用いていくことで質を高め、伝統を守る本物の工芸品として差別
化を図っています。

権 利 者：琉球びんがた事業協同組合
商標登録：第5010729号

#5   琉球びんがた（踊り衣装）

地
域 団体商標

■ 本紙タイトルについて　　　群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。

表紙写真

城山（グスクヤマ）と
二見が浦海岸
（伊是名村）

◆

　沖縄本島北部の運天港
から北西にフェリーで約60
分。そこに「伊是名島」があ
ります。
　写真は、城山（グスクヤ
マ）と「日本の渚100選」に選
定された二見が浦海岸で
す。
　写真奥に望まれるピラ
ミッドのような形が「城山
（グスクヤマ）」で、琉球の第
二尚氏王統の始祖「尚円王
（金丸）」の王稜「伊是名玉
御殿」があります。
　村では、島の自然や歴史
文化等の地域資源を活用
した体験型観光振興に力
を入れています。潮風に吹
かれながらのんびりと過ご
してみてはいかがですか。

新春のご挨拶

～21世紀の万国津梁に向けて～

G r e e t i n g

　新年明けましておめでとうございます。皆様には、平成25年のお正月をご家族とともに清々しい
気持ちで迎えられたこととお慶びを申し上げます。
　昨年を振り返りますと、太平洋・島サミット、沖縄科学技術大学院大学（OIST）の開学、豊かな
海づくり大会など、沖縄が本土に復帰して40周年を記念するにふさわしい歴史的なイベントが数多
くありました。幸いにして、これらのいくつかに立ち会う機会を得て、沖縄の底力と「21 世紀の万
国津梁」に向けた新しい時代の息吹を感じ取ることができました。
　沖縄経済を総じて見ますと、県民の皆様のたゆまぬご努力によって、幾多の困難を乗り越えて力
強い発展を続けているところであります。
　改めて、今日の沖縄が持つ優位性に目を向けますと、
　第一に、亜熱帯の地・沖縄には、青い海、青い空だけでなく、この地でなければ産しない珍しい島野菜、
島豚、沖縄和牛など海山の恵み、独特の文化・芸能、もてなしの心や癒しの空間など個性豊かな地
域資源が多種多様に見られます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多様性（diversity）
　第二に、沖縄は、食品加工等の産業が盛んで、バイオ系のベンチャー企業や研修医、理学療法士
なども多い、全国でも有数の地域です。また、イノベーションを起こす拠点となり得るOISTなどの
研究・教育活動も本格化しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知恵（talent）
　第三に、臨海、臨空インフラの整備等が進むにつれて、内外から多くの観光客が訪れ、シーズン
オフともなれば、温暖な気候を求めて、プロ野球やプロサッカーの選手がキャンプを張るなど「ヒ
トの流れ」が盛んです。さらに、発展するアジアの中心にある地の利を生かし、アジア to アジアの
宅配サービスが始まるなど、県都那覇を国際物流ハブとした新たな「モノの流れ」にも展望が開け
てまいりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交流（plaza）
　このように、繁栄の源である「多様性」（diversity）と「知恵」（talent）、「交流」（plaza）＝DTP
の三拍子を兼ね備えた沖縄は、今や、震災後の日本経済の再生にも寄与することが期待される「日
本のフロンティア」と呼ぶにふさわしい地域であると言えます。　
　新春を迎え、沖縄総合事務局といたしましては、新しい沖縄振興法制の下で、沖縄県とも緊密に
連携を取りながら、
　①観光や物流、ヒトとモノの流れを支える社会資本等の整備
　②地域資源を活用した六次産業化などの取組への支援
　③基地跡地等を視野に置いたまちづくりへの支援
　④住民の安全・安心と事業継続を確かなものとする防災・減災対策
　いずれも競争力を高め、富を生み出す取組を進めてまいります。
　特に地域振興の担い手である市町村や関係団体の皆様の声にも良く耳を澄ませながら、国の総合
出先機関が持つ様々な政策手段と専門性、「総合力」と「現場力」を最大限に発揮して、地域の主体
的な取組を応援してまいります。
　職員一同、「いつもさわやかワンストップ・サービス」を合い言葉に、真に役立つ行政サービスに
努めてまいる所存ですので、引き続き格別のご理解とご協力を賜りますよう、何とぞよろしくお願
い申し上げます。
　結びに、新しい年が皆様とご家族にとりまして実り多く、健康で幸せに満ちた飛躍の年となりま
すようお祈りして、新春のご挨拶といたします。

槌 谷　裕 司

沖縄総合事務局長
つち　　や　　　　ゆう　　じ


